












































































国支部」として 1901 年 1 月に弘前 (1 月）、京







が分かる。結成間もない 1901 年 6 月時点で 157
名を数えたが、周年 1 1 月までの時点で 158 名、
周年末 216 名という形で糟加した。以降、 1903
年 229 名、 1904 年 218 名、 1906 ～ 1908 年
223 名という推移をたどっている。 1902 年は不























年＼内国支部名 弘前支部 店主都支部 肱島支部 青森支部
1901年 (I 1月以前） 29 名 158 名 一
1902年 一
1903年12月時点 324 名 229 名 33 名 55 名
1904年7月時点 324 名 218 名 33 名 51 名
1905年12月時点 60 名 223 名 18 名 19 名
1906年5月時点 60 名 223 名 18 名 18 名
1907年12月時点 57 名 223 名 18 名 16 名
1908年6月時点 57 名 223 名 18 名 18 名
年＼朝鮮支部名 京城支部 『二川支部 木浦支部 盛山支部 日E山支部
1901年(I 1月以前） 28 名 38 名 23 名 63 名 20 名
1902年 一 一 一
1903年12月時点 28 名 38 名 24 名 63 名 19 名
1904年7月時点 28 名 38 名 24 名 63 名 18 名
1905年12月時点 28 名 38 名 24 名 63 名 17 名
1906年5月時点 28 名 38 名 24 名 63 名 17 名
1907年12月時点 28 名 38 名 24 名 63 名 20 名
1908年6月時点 28 名 38 名 24 名 63 名 17 名
出典：『東亜同文会会則』（ 1900 年 5 月改正）、『東亜同文会
史』 365 頁、 385 頁、 401 頁、 41 1 ～ 412 頁、 443 頁、










































































甚三郎が議長となり、発会式直前の 4 月 12 日に
開カ亙れた発起人会で起草された支部規則を議事に
















京都支部は、発会式から約 2 週間後の 4 月 28 日
に支部創立委任総代より支部設置承認の請求を出
した。これに対し近衛は承認を与えると同時に、
























































































































という題での談話会、 1902 年 5 月に開催された東
亜同文会副会長長岡護美の講演「日清間最近ノ状























(1902 年 5 月 26 日、 27 日）、『京都新聞』（1902
年 5 月 27 日）、『毎日新聞』（同）、『大阪朝日新
聞』（同）などの、京都や大阪で発行される新聞
で取り上げられたことが確認できる（20）。




































































表2 京都支部会員の職業（1901 年 12 月時点）
氏名 職 業 氏名 職 業
内貴甚三郎 京都市長 岩村茂 予備陸軍理事、京都商業会議所曾記長
奥山一十郎 医師 倉橋泰昌 華族、予備陸軍歩兵少尉、京都市上京区大津朝 9寄留
田中秀三 医師、京都盲唖院医員 今西平兵衛 京都商業会議所会員、西陣織物業
熊沢成消 医師 鳥居栄太郎 西陣帯地製造美術織物類






















神戸義嗣 弁護士 内藤小四郎 京都綿子ル株式会社専務取締役
吉田佐吉 京都商業会議所特別会員、弁護士 中井三郎兵衛 京都商業会議所会員、京都織物会社代表







須賀忠貞 弁護士 西村総左衛門 染呉服、友禅縮緬及各組織物商
須古織之助 弁謹土 伊沢信三郎 金成業
尾本源吉郎 公証人 林長次郎 友禅染業
笠原明保 公証人 人見勘助 織物業、御召縮緬製造業
竹上正之助 公証人 古田醤助 織物業
田辺朔郎 京都市国大学教授 山田九一郎 織物業
織田万 京都帝国大学法科大学教授 梅川徳三郎 糸染業
井上密 京都帝国大学法科大学教授 碓井小三郎 京都商業会議所会員、糸物商
岡松参太郎 京都帝国大学法科大学教授 児島定七 京都商業会議所会員、糸物商
牧相愛 京都商業学校教諭 富田半兵衛 京都商業会議所会員、糸線業、西陣銀行取締役
武田篤初 大谷派本願寺派役員 田村普兵衛 京都商業会議所会員、呉服、木綿太物商
露野党叡 本派本願寺仏教大学
小林栄閤 本派本願寺内 船橋繁之助 京染呉都服織商物株、式日本会産社業監銀査行役取締役、商工貯金銀行取締役、
出雲寺美祐 大谷派本願寺内 大野蕗助 呉服卸商
大崎信一 大谷派本願寺内 時間半次郎 呉服卸小売
河野依秀 本紙本願寺内 伊j蹄半次郎 染呉服卸商兼染・・商
河野述蹴 本派本願寺内 中村常次郎 太物近江麻布卸商（本店滋賀県）
金剛普実 本派本願寺 村尾小太郎 鹿ノ子卸（在清岡上海）
合志諦成 本派本願寺 樋口盟助 洋服商
沢教観 大谷派本願寺 大島lfl子郎 酒造業
事，，保遥yじ 方光寺 奥田久兵衛 山形屋、酒造業
脊山普門 円成寺 鈴鹿弁三郎 京都商業会議所会員、酒造業、京都酒造会社社長
雨森菊太郎 京行取都締商業役会議所特別会貝、衆議院議員、以都府良工銀 堂本伍兵衛 酒式造会社業取、締京役都消酒合資会社業務担当社員、京都酒造株
山岡鼠命 京都市参事会員 宮越義時 伏見酒造株式会社社員
木村栄吉 京都市吏貝 塩谷俄右衛門 米穀商
大槻龍治 京都市助役、京都商業会議所特別会員、法学士 広田醤平 米小売
荘林維新 京都市助役 横川消次郎 干物、昆布商
住友速蔵 京都市収入役 和田文六 材木商
加藤勇次郎 技師、水利事務所員 高田消次郎 質商、東京火災保険株式会社京都支店長心得
安藤梢軒 宮内省侍医、京都在勤 高橋不次三郎 質商、京阪砂踏株式会社監査役
高木蔵吉 神戸地方裁判所検事（神戸市） 笹田弥兵衛 書籍却小売
浅井栄 京都地方裁判所判事兼京都区裁判所判事 永田長左衛門 書籍商
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。コ
氏名 職 業 氏名 職 業
田中治兵衛 文久留堂書籍商、京都印刷株式会社取締役 村上皆 不明
東枝吉兵衛 新聞雑誌商、京都市参事会員、京都印刷株式会社取締役 上野字八 不明
藤井孫六 京工貯都金印刷銀行株監式査会役社取締役、京都陶器株式会社社長、商 山本佐兵衛 不明
馬杉則知 不明

























吉村伊兵衛 京中京都銀金行融取株締式役会社取締役、京都紡制株式会社取締役、 西村岡太郎 不明奥山政敬 不明
山下好直 平安金融合資会社事務担当社民 大野啓助 不明
田中源太郎 締〈貴カ族役〉院、燈京議株都員式株、会京式社取都監商引査工所役銀理事行頭長取、、亀京山都銀織行物頭株取式、会京社都取電 黄諮 不明若宮正響 不明
中掘幾太郎 京都生命保険株式会社専務取締役 若宮正隆 不明
矢野長兵術 京都金属株式会社長、京都印刷株式会社監査役 河村侶正 不明








小牧仁兵衛 船取牛株締乳役卸式商会、社京長都、践京都業銀牛行乳株・川式東会貯社金・銀京行都倉頭庫取株、京式近会社曳 鵜崎熊吉 不明
円山惇ー 不明
藤凶諭ー 雑貨商 相住熊次郎 不明
中安倍三郎 維業 小森正茂 不明
辻忠四郎 会社員 足利義蔵 不明
宍戸亀三郎 会社員 草原林元 不明
小松喜平治 段 桜升：利三郎 不明
辻卯兵衛 近江倉庫株式会社社長、大津銀行取締役（滋賀県大津市） 木村熊吉 不明
中大路与兵治 滋賀県鹿工銀行頭取（滋賀県大津市） 木村組次郎 不明
北川弥平 太湖鼠船株式会社頭取（滋賀県大神市） 三崎正敬 不明
孟繁英 消国人、京都府商業学校届教民 楠孝古 不明
東幸次郎 不明 自主lt源古 不明
白水臥施 不明 塩崎t＼！：夢 不明
細江純古 不明 白尾義夫 不明
堀真説 不明 仙石：比得 不明
戸野京造 不明 伊藤荘次郎 不明（在香港）
岡本専助 不明 森矯 不明（在ロシア）
岡田武一郎 不明 野Ill岩次郎 不明（京都府北桑田郡）
小川篤弼 不明 木村i定太郎 不明（京都府加佐郡）
若林秀渓 不明 同一郎 不明（大阪市）
梶井盛 不明 水守沢八 不明（兵庫県赤穂郡）
川井克次郎 不明 橋本甚古郎 不明（滋賀県大路市）
勝瀬修一郎 不明 i剖村文四郎 不明（滋賀県大津市）
四方田徳太郎 不明 武内八兵衛 不明（滋賀県大神市）
商品為次郎 不明 rJ』井応七 不明（滋賀県大部市）
田中源三郎 不明 村田利兵衛 不明（滋賀県大路市）
田島錦治 不明 佐久間俊吉 不明（滋賀県大津市）




出典：「京都支部会員名簿」 (1901 年 12 月、京都支部関係資料『名簿類』 6 ）、「京都支部入会申込綴」（京都支部闘係資料
『京都支部員関係』 4）、『日本紳士録』第 7版（1901 年 4 月）、『京都府商業学校一覧 自明治三十二年至明治三十三年』
8 頁（1901 年、ただし国立国会図書館近代デジタルライブラリー）、『京都府議会歴代議員録』（京都府議会事務局編、
京都府議会、 1961 年）、『京都経済の百年 資料編』 562 ～ 563 頁（京都商工会議所編集発行、 1982 年）、『日本全国
諸会社役員録』 5、 71 頁、 83 頁、 84 頁、 251 頁、 252 頁、 253 頁（柏書房、 1988 年、ただし復刻版）、『都道府県別
資産家地主総覧滋賀編和歌山編』 82 頁、 91 頁（渋谷隆一編、日本図書センタ一、 1991 年、ただし復刻版、原典
は『日本全国商工人名録』第 2 版、 1898 年）、『都道府県別資産家地主総覧』京都編 1、 75 頁（渋谷隆一編、日本図書
センター、 1991 年、ただし復刻版、原典は『京都市商工業者資産録』 1902 年）。





































から 1880 年代前半（明治 10 年代）に一時行っ







































価格 460 円 775）、錦光山が陶器 42 点、（同 315
円 800）、稲葉が七宝焼 6 点（同 123 円）、石角が
















哲の名があり、以下幹事 6 名、評議員 14 名、会


















































































( I ) r東亜同文会史』 360 頁、 458 頁（霞山会、 1988 年）。
( 2) 岡上書、 274 頁、 276 頁、 278 頁、 285 頁（朝鮮）、
316 頁、 327 頁、 341 頁（日本）、 275 頁（上海・広東）。
( 3) 前掲『東亜同文会史』 357 ～ 358 頁。




( 8) 『東亜同文会第十九回報告』 2 頁（ 1901 年 6 月）。
( 9) r東亜同文会第三十二回報告』 2 頁（ 1902 年 7 月）。
(IO) 前掲 r東亜同文会史』 307 頁。
(11) 前掲 r東亜同文会第十九回報告』 2 ～ 4 頁。
(12) 『東亜同文会会則』（東亜同文会） 77 ～ 85 頁。
(13) (9）に同じ。
(14) 向上。




(17) 向上替、 8 ～ 10 頁。
(18) 「東亜同文会京都支部文書類（ー綴）」（京都文部関係
資料『京都支部関係書類』 I ）、「スクラップ帳」（同 2)
に所収。
(19) 前掲『東亜｜司文会第三Eト二回報告』 l ～ 2 頁。
(20) 前掲「スクラップ帳」。
(21) 前掲『東亜同文会第三十二回報告』 2 ～ 3 頁。
(22) 前掲「東亜同文会京都支部文書類（ー緩）」。
(23) 「京都支部入会申込綴（ 1901 年 6 月～ 1903 年 2 月） J
（京都文部関係資料『京都支部員関係』 4）、『京都府京都
学校一覧 自明治三十二年至明治三十三年』 8頁（ 1901
年、ただし国立国会図書館近代デジタルライブラリー）。
(24) 『東亜同文会第二十回報告』 16 頁（ 1901 年 7 月）。





ついて 松本白華・北方心泉を中心にJ 179 ～ 194 頁、






布教活動を行うようになった（川辺論文 212 ～ 217 頁
を参照）。
191 







(29) 『京都府議会歴代議員録』 207 頁、 223 頁（京都府議
会事務局編、京都府議会、 1961 年）。
(30) 『明治以降京都貿易史』 165 頁（京都貿易協会、
1963 年）。
(31) 向上書、 188 頁。
(32) 『日清実業会々員名簿』（京都支部関係資料『その他資
192 
料（京都支部以外）』 6 ）。
付記：京都支部関係資料の分類名は、私が資料整理を行っ
た際に付けた題名です。なお、同資料は愛知大学図
書館で長年保管されていましたが、藤田佳久記念セ
ンター長が図書館側と協議を重ねられた結果、
2009 年記念センターに移管されました。一方で、
広中一成氏（当時、愛大大学院中国研究科博士課程）
はそれとは別に向資料が記念センターへ移管される
よう気に掛けられました。今回、このような形で拙
稿を発表する機会が与えられたことにつきまして、
資料移管に関係した皆様方に厚くお礼申し上げま
す。
